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津博２０１３１０.Ｎｏ．７８

｡〃弓
今年の夏の学習プログラムは弥生士器づくりに代わり美作国

建国１３００年を記念してミニチュア陶棺づくりに２２名が挑戦

しました｡その他力ルメ焼きをつくろう。１８名、トンボ玉をつく

ろう｡３７名､勾玉をつくろう｡75名の計152名の参加があり、

それぞれが熱心に取り組みました。

⑫

＝辰一

口



北小6年奥野恭平くん

２０１３．１０．Ｎｏ．７８

■●カルメ焼きをつくる

壷錫”一首 7／2３

蕊
』

鶴山小6年河野晃也くん

し

①砂糖水を125℃まで温めます。②重曹卵を入れ､一気にかきまぜます。③できあがって､お玉からはずすところ。

高田小4年仁木希実さん 河辺小6年大井彩加さん

加茂小5年杉山漢さん

とうかん作りがおもしろかった｡とうかんの中には死んだ人をはか'こ入れる前にとう
かんの中に人を入れるっていうことがわかった。
実さいに作ったら､だいぶむずかしかった｡昔の人は自分が今作ったのよりも10倍ぐ

らいなのを作っていたから､だいぶ時間がかかったと思いま或
火おこしは今ならマッチやライターがあるけど､昔はそれがない｡火おこしをするに

は､火おこし器で火をおこしていたんだな～と思ったら､大へんだなと思った。

おかし作りが好きなので、とても楽しみにしていた｡力ルメ焼きのような
「南ばんがし｣の歴史も分かったし､おいしいカルメ焼きができて､うれし
かった。

カルメ焼きはとても甘くておいしかった｡また､さんかして、作りたいで式

カルメ焼きは､作ったことがなかった

ので、楽しかったで或材料や道具がそ
ろっていたら､また作ってみたいですも

まずとうかんの説明をしました｡ぼくは､はく力があるなっと思いながら､とうかんを見ていました。
さっそく実際にとうかんを作るときに､始めはねんどだった｡まずは､ねんどを長細くし､とうかんの形を作りはじめ

た｡だんだんとうかんにちかづくと､うれしく､わくわくしました｡形ができたころ､とうかんを上下にきり､次はかざりには
いった｡こまかく形をつくるのどこまかいちようせいがむずかしかった｡とうかんの台にもなる足がじゆうようだなと思っ
た｡とうかんができたころ､次は焼く時だ｡焼きはじめたころ､外はむしあつく､汗がだくだくだった。

で右､できた作品はどくとくでなんかやった感がすごくおおきかった。

わたしはこの陶棺を作るということがなかったら､陶棺のことは知らなかったと思いま
すb陶棺はどういう物か､どこから出てきたか､などの色々なことが分かってよかったで
式

７月24日に作った時すごくむずかしかったけどがんばって作った｡８月13日はいよいよ
野焼き｡７月24日に作った時に､ちょっとひびが入っていたから､われるかもって思ったけ
ど､われていなかった｡よかったと思う｡これですごい自由けんきゅうが出きると思いま
すbみんなによろこばれるような自由けんきゅうにしたいで或また､やってみたいで或

伊
挫

、
型◆陶棺をつくろう◆ 7／24(水)｡８／１３(火）

皇呈議

⑳

△火おこしの苦労も体験ｃ

瀞要鐘謬寧亭塞浄皇掌
マ
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津博２０１３．１０.Ｎｏ．７８

且

しぬ。
平成25年８月6日から８月13日まな

博物館実習生2人を受け入れました。

博物館実習は､学芸員資格取得のた

めに必要な科目の－つですｂ

今年度は、夏休みの子供向け講

座､写真撮影や資料整理など､様々な

業務を実習しました｡資料整理では、

目録作成の準備段階として､膨大な

量の資料1点1点にラベルを貼付して

いく作業を行いました｡夏休みの子供

資料によっては学校に出向いての

授業も可能ですので、

こちらもお気軽にご相談ください。

Ｌ 』

向け講座では､受付から作業の説明まで実習生にお任せしたほ

か炎天下でのミニ陶棺の野焼きも手伝ってもらいました。

▲津山城ＣＧ復元パネル

の３点です。お気１藍にお問い合わせください。

三当館では学校の授業などで使っていただける教材の貸し出しを

行っています。貸し出しを行っているものは

里E二塁
一

一

〃

て
ｌＬ，

『

/また、引き続き、実物の火縄銃など、

博物館資料に実際に触ってもらったり、

勾玉つくりやとんぼ玉つくりなどの

体験学習も行っています。

胃ｏ幸､､・・緯守ご句凸9ヨ

冨蕊＃，糠iI・’５蓋４停職洲鮒

畠蕊織総‘i糾撫瀞謎鱗識嬬‘

憾騨鰐熱飾溌細;祷需輪鮮

画
■西

国

△拾万石御加増後初御入国御供立之図(大名行列図)の垂れ幕(幅約９０ｃｍ､長さ約１３ｍ）

Cヨ

▲拾万石御加増後初御入国御供立之図(大名行列図)のパネル

蕊
潤
恥
別
〃

‐
綱
拙
・
州
二

瀞
繍
熱



△猛暑の最中の成形作業

△成形作業の完了した陶棺

津博２０１３．１０.No.７８

美作国建国1300年を記念して勝北

陶芸の里では､水原古墳から出土した

亀甲形陶棺を実寸大で復元する事業が

進められています｡備前焼作家の花岡

勉さんをはじめとする有志の方々が､７

月から粘土を用いて製作を開始しまし

た｡猛暑の中､２か月にわたる根気強い

作業の末に成形作業が終ずし､９月20日

現在で乾燥させながら窯の用意が行わ

れていますが､すばらしい出来ばえな

完成が楽しみです｡台風18号通過の影

響で少し作業が遅れてはいるちのの、

10月上旬ごろには焼き上がるというこ

と面完成した陶棺は10月27日の陶棺

シンポジウムの会場でお披露目され､そ

の後は当館で特別展の会期中に展示す

る予定です６

津山郷土博物館１階の一部をリニューアルしました。

展示室に入ってすぐにあった地理模型を撤去し、壁には正保の美作国絵図のパネルを展

示して､初めて津山を訪れる方にも美作地域全体をイメージしてもらいやすくしました。

また､津山郷土博物館のキャラクターもいて､子供にも愛される博物館をめざしています。

⑳



大目付平井郷左衛門が

研究ノート津博２０１３．１０.No.７８

②にもとづいて

は
じ
め
に

津
山
藩
松
平
家
文
書
は
現
在
岡
山
県
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
大
半
を
し
め
る
の
が
Ⅲ
記
類
で
す
。
津

川
藩
の
各
役
所
に
お
け
る
Ｈ
々
の
仕
事
内

容
を
記
し
た
も
の
で
、
国
元
日
記
・
江
戸

日
記
・
町
奉
行
日
記
・
郡
代
日
記
な
ど
多

く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

今
側
取
り
上
げ
る
国
元
日
記
と
は
、
津

山
で
の
重
要
な
出
来
事
が
記
さ
れ
て
お

り
、
表
紙
に
「
日
記
」
「
津
山
日
記
」
「
作

州
Ⅲ
記
」
と
あ
る
も
の
を
指
し
、
表
紙
に

「
国
元
Ｈ
記
」
と
群
か
れ
た
Ⅱ
記
は
Ｈ
録

上
に
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
日
記
と
わ
か
り

や
す
く
区
分
す
る
た
め
に
国
元
日
記
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
や
、
国
元
日
記
の
内
容
な
ど
つ
い

て
は
「
愛
山
文
庫
目
録
津
山
松
平
藩
文

書
の
部
室
津
山
学
こ
と
は
じ
め
』
な
ど
で
、

す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
国
元
日
記
の
奥
群
に

着
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

奥
書
の
記
述

奥
書
と
は
、
書
写
本
な
ど
の
末
尾
の
、

年
月
、
筆
者
籍
や
由
来
な
ど
に
つ
い
て
の

焼
失
し
た
国
元
日
記

識
き
入
れ
を
い
う
言
葉
で
す
が
、
巻
末
に

あ
る
も
の
の
み
で
は
な
く
、
巻
首
に
あ
る

も
の
も
含
み
ま
す
。
表
紙
に
「
日
記
」
と

将
か
れ
て
い
る
文
化
六
（
一
八
○
九
）
年

以
前
の
国
元
Ｈ
記
（
以
降
「
Ⅱ
記
」
と
の

み
表
記
）
の
う
ち
、
約
六
十
冊
の
巻
首
や

巻
末
に
は
、
要
約
す
る
と
、
文
化
六
年
の

火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
が
、
調
べ
て
記
し

た
旨
の
奥
書
が
あ
る
の
で
す
。
文
化
六
年

年
の
二
冊
の
「
日
記
」
の
奥
識
を
読
ん
で

み
ま
す
。
宝
永
三
年
の
「
日
記
」
は
一
月

～
四
月
と
五
月
～
十
二
月
に
分
冊
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
一
月
～
川
月
分

「
文
化
六
年
御
記
録
之
内
焼
失
二
付
宝

永
三
戎
年
正
月
ヨ
リ
四
月
迄
之
分
以
二

平
井
郷
左
術
門
大
目
付
役
巾
御
記
録
抜

杏
一
記
し
之

の
津
山
城
本
丸
火
災
で
、
そ
れ
ま
で
の
多

く
の
「
日
記
」
は
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
再
編
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

Ⅲ文化６年 文化９年安永頃

’一常、 杉
井
万
里
子

「
日
記
」
希
望
の
焼
失

文化９年

｢御記録｣の抜書き(②)を作成

文化６年

①を再編

Ｉ
「
日
記
』
（
②
こ
の
焼
失

ま
ず
、
例
と
し
て
宝
永
三
（
一
七
○
六
）

①を清書する

|’

ことで②を再編

者
の
方
で
、
安
永
三
（
一
七
七
四
）

年
八
川
一
Ⅱ
に
大
Ⅱ
付
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
図
に
示
す

と
上
図
①
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

②
五
〃
～
十
二
月
分

「
文
化
六
年
御
記
録
之
内
焼
失
二
付
調

被
二
仰
付
一
候
処
右
宝
永
三
年
五
月
方

十
二
月
迄
之
分
下
日
記
大
戸
櫓
二
納
有

レ
之
依
而
猶
又
清
脊
取
二
計
之
一
文
化

九
年
孟
蒜
」

五
月
か
ら
十
二
月
分
に
つ
い
て
は
大
戸

櫓
に
納
め
て
あ
っ
た
「
下
日
記
」
を
清

拝
す
る
こ
と
で
再
編
し
た
と
い
う
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
「
下
日
記
」
は
「
日

記
」
の
下
書
き
の
よ
う
な
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
（
上
図
②
）

大
目
付
黒
田
頼
母
」

一
月
か
ら
四
月
分
に
つ
い
て
は
、
平
井

郷
左
衛
門
と
い
う
人
物
が
大
目
付
と
い

う
役
職
に
つ
い
て
い
た
と
き
の
「
御
記

録
抜
書
」
を
も
と
に
、
一
旦
焼
失
し
て

し
ま
っ
た
「
Ⅲ
記
」
を
郷
編
し
た
と
い

う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

「
御
記
録
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま

す
が
、
こ
れ
は
「
日
記
」
を
含
む
言
葉

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
井
郷
左
衛
門
と
い
う
名
前
の
人

物
は
、
宝
永
六
年
に
五
郎
左
術
門
か
ら

郷
左
術
門
と
改
名
し
た
人
物
と
、
安
永

頃
に
活
躍
す
る
人
物
が
い
ま
す
が
、
大

目
付
と
い
う
役
職
に
つ
い
た
の
は
後

⑯



宝永３年
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、、

さ
て
、
奥
書
か
ら
、
「
日
記
」
が
何
に

も
と
づ
い
て
再
編
さ
れ
た
の
か
を
考
え
ま

し
た
。
で
は
、
卿
編
作
業
は
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
過
程

に
つ
い
て
は
詳
細
な
記
述
が
な
く
、
わ
か

り
に
く
い
部
分
が
多
い
の
で
す
が
、
「
、

記
」
本
文
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
お
お

ま
か
に
ま
と
め
て
み
ま
す
。

ま
ず
、
火
災
発
生
か
ら
約
一
か
川
後
の

文
化
六
年
二
月
十
五
日
、
大
目
付
黒
田
頼

母
に
、
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
「
御
記
録
」

大
脚
付
黒
田
頼
似
」

安
永
三
年
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当

時
、
政
治
奉
行
と
大
目
付
で
あ
っ
た
永

井
と
平
井
の
仕
事
の
控
え
を
も
と
に
再

一
編
し
た
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。

以
上
①
～
③
の
例
よ
り
「
御
記
録
抜
書
」

「
下
日
記
」
「
役
中
加
害
」
に
も
と
づ
い
て

「
日
記
」
が
再
編
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
の
他
の
年
の
奥
書
を
読
む

こ
と
で
、
前
記
と
あ
わ
せ
て
「
諸
役
所
之

記
録
」
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
再
編
作
業

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

次
に
安
永
三
年
の
奥
普
を
例
に
あ
げ
ま

す
。

③
「
文
化
六
年
御
記
録
之
内
焼
失
二
付
安

永
三
午
年
分
以
二
御
政
治
奉
行
永
井
甚

太
夫
大
目
付
平
井
郷
左
衛
門
役
中
加
害

一
記
し
之

再
編
の
過
程

と
「
御
奏
者
方
大
目
付
役
所
書
類
」
の
「
取

調
」
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。
同
年
十
二
月
二

十
三
日
、
文
化
八
年
十
二
月
十
八
Ｈ
に
は

「
御
記
録
写
」
を
行
っ
て
い
た
右
筆
な
ど

四
～
五
人
に
褒
美
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
文
化
九
年
五
月
二
十
六
日
に
は
、
普

段
の
仕
事
に
加
え
て
「
御
記
録
取
調
骨
折
」

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
黒
田
頼
母
の
格

式
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

黒
田
頼
母
が
中
心
と
な
っ
て
、
文
化
六

年
～
九
年
に
か
け
て
再
編
作
業
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
「
日
記
」
の
奥
書
に
、
「
文
化

九
年
孟
春
」
「
大
目
付
黒
田
頼
母
」
と
書

か
れ
て
い
る
年
が
あ
る
こ
と
と
一
致
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
九
年
六
月
一
日
に
は
、
「
御

記
録
取
調
」
に
あ
た
っ
て
書
類
を
差
し
出

し
た
と
し
て
、
代
々
家
老
や
年
寄
、
大
目

付
な
ど
の
要
職
に
就
い
て
い
る
四
人
に
、

お
喜
び
の
御
意
が
黒
田
頼
母
よ
り
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

実
は
、
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
「
日
記
」

の
穴
埋
め
は
、
今
ま
で
考
え
て
き
た
よ
う

江
戸
か
ら
の
送
付

０
｜
宝
三

(図①）

似

’

宝永３年

「日記｣(①)作成

国
元
日
記
が
欠
け
て
い
る
期
間

こ
の
よ
う
に
江
戸
か
ら
「
津
山
日
記
」

を
送
っ
た
り
、
津
山
に
あ
る
も
の
か
ら
再

編
し
た
り
し
て
、
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
「
日

記
」
の
穴
埋
め
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
す
が
、
明
和
九
（
一
七
七
二
）

年
八
月
～
十
二
月
の
期
間
だ
け
、
「
日
記
」

も
「
津
山
日
記
」
も
目
録
上
あ
り
ま
せ
ん
。

な
「
下
日
記
」
や
藩
士
達
の
「
御
記
録
抜

書
」
・
「
役
中
州
書
」
な
ど
か
ら
の
再
編
作

業
の
み
で
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
詳
し
く
は
「
津
山
学
こ
と
は

じ
め
』
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
、
江
戸
藩
邸
に
も
津
山
で
の
亜
要
事

項
を
記
し
た
「
日
記
」
の
写
し
（
こ
れ
が

表
紙
に
「
津
山
日
記
」
と
あ
る
も
の
）
が

保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
津
山
へ

送
っ
て
い
た
の
で
す
。
津
山
藩
の
江
戸
屋

敷
で
の
重
要
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
「
江

万
Ⅱ
記
」
の
文
化
六
年
四
月
二
十
八
側
に

は
、
津
山
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
「
比
表

二
有
し
之
津
山
日
記
写
天
明
五
年
巳
年
方

寛
政
三
年
亥
年
迄
都
合
九
冊
」
を
津
山
へ

送
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。

⑳

こ
の
明
和
九
年
八
月
と
い
う
時
期
は
、
藩

政
改
革
に
よ
り
津
山
で
の
人
事
が
大
き
く

変
動
し
た
時
期
と
重
な
り
ま
す
。
明
和
九

年
八
月
一
日
に
新
人
事
が
発
表
さ
れ
る
の

で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
八
月
一
日
の
記

事
か
ら
始
ま
り
、
同
年
の
十
二
月
で
終
わ

る
「
御
政
治
奉
行
Ⅱ
記
」
と
「
大
Ｈ
附
所

日
記
」
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
翌
年
で
あ
る
安
永
二
年
の
「
日
記
」

の
奥
書
は
「
（
前
略
）
安
永
二
巳
年
以
一
一

御
政
事
奉
行
永
井
甚
太
夫
役
巾
如
書
井
大

目
付
平
井
郷
左
衛
門
御
記
録
害
抜
一
記
し

之
（
後
略
）
」
と
あ
り
、
安
永
三
年
の
奥

書
は
、
③
で
あ
げ
た
通
り
で
、
宝
永
二
年

と
三
年
の
「
日
記
」
は
、
御
政
事
奉
行
と

大
同
付
の
「
役
中
抑
書
」
や
「
御
記
録
杏
抜
」

に
も
と
づ
い
て
「
日
記
」
が
再
編
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
和
九

年
の
八
月
～
十
二
月
の
期
間
は
、
「
Ⅱ
記
」

や
「
津
山
日
記
」
は
欠
け
て
い
る
も
の
の
、

「
御
政
治
奉
行
日
記
」
や
「
大
目
附
所
日
記
」

に
よ
り
、
あ
る
程
度
、
津
山
で
の
璽
要
黙

項
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
こ
の
二

冊
に
つ
い
て
は
今
後
分
析
が
必
要
で
す
。

｢下日記｣(①)作成

｢日記｣(②)作成

以
上
、
焼
失
し
た
国
元
日
記
に
つ
い
て

考
え
ら
れ
る
こ
と
を
お
お
ま
か
に
ま
と
め

ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
調
べ
て
い
く

必
要
が
あ
る
興
味
深
い
課
題
で
す
。



美
作
国
は
、
和
銅
六
年
（
七
一

三
）
に
備
前
国
か
ら
分
国
し
、
二

○
一
三
年
は
建
国
一
三
○
○
年
に

当
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し

て
当
館
で
は
、
今
年
度
の
特
別

展
と
し
て
「
土
の
棺
に
眠
る
～

美
作
の
陶
棺
～
」
を
開
催
し
、

美
作
国
で
数
多
く
用
い
ら
れ
た

陶
棺
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

陶
棺
は
、
土
で
で
き
た
焼
き

物
の
棺
で
、
主
に
六
世
紀
末
か

ら
七
世
紀
代
の
後
期
古
墳
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
全
国
で
陶
棺

は
約
七
五
○
例
出
土
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
岡
山
県
で
の

出
土
は
約
七
十
五
％
に
の
ぼ
り

ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
の
出
土
は

美
作
が
約
七
割
を
し
め
て
お

り
、
陶
棺
は
ま
さ
に
美
作
を
特

徴
づ
け
る
遺
物
の
代
表
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

陶
棺
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
作
ら

れ
は
じ
め
た
の
か
？
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
人
の
た
め
に
製
作
さ
れ

た
の
か
？
本
展
で
は
、
様
々
な
謎

を
秘
め
た
陶
棺
を
、
美
作
各
地

の
出
土
品
を
中
心
に
展
示
し
、

陶
棺
が
製
作
さ
れ
た
時
代
背

餓
や
、
そ
の
被
葬
者
像
に
迫
り

ま
す
。

お知らせ津博２０１３．１０．Ｎｏ．７８

１
１

１

■

とうかんひつぎ みまさか

典は津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっています。
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[会期]平成25年10月19日(土)～12月１日（日）

[休館印１０月21日㈲'28日(月）
１１月5日㈹'6日㈱‘11日(月)'18日(月),25日(月),26日1Ｍ

[会場]当館３階展示室

の予定です。

実物の江戸一目図ﾉ弄風の次回の公開は、

中学生以下･障害者手帳を提示された方・

市内在住の65才以上の方は､入館料が無料です。

関連

事業

①美作国建国1300年記念｢陶棺復元プロジェクト」津山市新野山形水原古墳出土の陶棺を原寸大で復元します。
②シンポジウム｢陶棺の謎に迫る」［日時]平成25年10月27日(日)13:30～［場所]勝北文化センター
※①で復元された陶棺は②の会場で当日展示し､その後は特別展が終了するまで当館で展示します。

本
資
料
は
県
指
定
文
化
財

で
あ
る
た
め
、
年
間
の
公
開
期

間
が
二
か
月
以
内
に
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
当
館
で
の
公
開

と
貸
し
出
し
に
よ
っ
て
、
す
で
に

公
開
期
間
が
二
か
月
に
到
達

し
て
お
り
ま
す
。

当
館
で
は
、
実
寸
大
で
実
物

と
遜
色
の
な
い
複
製
扉
風
を

常
設
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

何
と
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■周■嵐入館のご案内岡■固■

）（平成２６年４月５日～５月６日

[編集･発行]津山郷土博物館
〒７０８－００２２岡山県津山市山下g2

Tel(0868)２２－４５６７Ｆａｘ(0868)２３－gB74

E-mail:tkyoudo＠tsu-hakujp

[印刷]株式会社匿陽本社

、〆

[開館時間］午前9:00～午後5:００

[休館日］毎週月曜日・祝日の翌日
年末年始（１２月27日～１月４日）・その他

[入館料］－般200円(30人以上の団体の場合160円）
高校・大学生１５０円(30人以上の団体の場合120円）
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